
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の山聾祭は久しぶりに一般の方に公開しての開催となりました。卒業生を含め約４０名

の一般の方が足を運んでくださいました。 

開祭式では、一人一人が実行委員会提案の「自分の笑顔を描いたパズル」のピースを持ち寄

って、校舎を背景にした全てのピースを繋ぎ合わせ、２７名の笑顔と虹が輝く「あつまれ！！

笑顔！」を作り上げました。ステージ発表は、これまでの学習の集大成として、各学部で様々

な趣向を凝らしました。一人一人が自分の役割を果たし、それぞれの目標を意識しながら、の

びのびと表現することができました。発表した後の、満足した表情が子供たちのこれまでの頑

張りを物語っていました。 

お家の方からも多数ご参観いただき、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立山形聾学校 
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■編集後記■ 学校運営についてのご質問やご意見があれば、どうぞ学部主任、教頭にお知らせください。（文責：坂井） 

 

実行委員の皆さんが昼休みや放課後に集まり、一生懸命準備を進めてくれました。 

こうした実行委員の準備があったからこそ、山聾祭は大成功したのだと思います。 

「もっと発表がよくなるためには 

どうする？」を何度も考えた小学部 

たくさん練習して、花マルが 

黒板いっぱいになった幼稚部 

ステージ発表する時のポイントを

考え、セリフをいつまで覚えるか、

計画を立てて練習した中学部 

山聾祭の一週間前に、南山形

文化祭にも参加した高等部。

忙しい中、朝の練習も行いな

がら、短い期間で完成度をあ

げていきました。 

 


